
【場　　所】広島城天守閣第四層企画展示室　【開館時間】９：００～１８：００（入館は１７：３０まで）
広島市中区基町21番1号　TEL082(221)7512　FAX082(221)7519　https://www.rijo-castle.jp/

●内　容／広島城下の地誌「知新集」の成立から２００年を記念し、本書の内容や成立背景、編者について関連
資料とともに紹介します。

●期　間／１１月１２日（土）～令和５年１月１５日（日）

企画展「しっとる？知新集」

●内　容／幕末以降、現代にいたるまでに撮影された広島城の姿を紹介し、広島城の歴史を紐解きます。
●期　間／～１１月６日（日）

企画展「写された広島城」

☆利用方法／「広島市文化施設無料観覧券」を窓口でお渡しください。無料でご利用いただけます。（一人1回利用につき1枚限り有効です。）
☆対　　象／会員と同居家族　　　☆注意事項／必ず事業所番号・会員番号・会員氏名をご記入の上、ご利用ください。
♥上記同様に、「広島市江波山気象館」も「広島市文化施設無料観覧券」で無料観覧いただけます！

ヌマジ交通ミュージアム
（広島市交通科学館）

広島市安佐南区長楽寺二丁目12番2号
TEL082（878）6211（代）
https://www.vehicle.city.hiroshima.jp/

広島市安佐南区長楽寺二丁目12番2号
TEL082（878）6211（代）
https://www.vehicle.city.hiroshima.jp/

企画展「『ごんぎつね』が語る昔のくらし」 『ごんぎつね』の世界をのぞいてみよう企画展「『ごんぎつね』が語る昔のくらし」 『ごんぎつね』の世界をのぞいてみよう
●内　　容／童話『ごんぎつね』は新美南吉の代表作で教科書にも採用される

など、幅広い世代に愛されている物語です。この企画展では、『ご
んぎつね』のストーリーを交えながら、物語に登場する昔の道具や
情景、人々の暮らしの様子をご紹介します。

●会　　期／～１１月２７日（日）
※展示期間中の日曜日１４時から展示ガイドを行います。

●展示場所／２階企画展示室ほか

開館時間／９：００～１７：００（入館は１６：３０まで）　休館日／毎週月曜日
〒734-0015　広島市南区宇品御幸二丁目6-20　TEL（082）253-6771　FAX（082）253-6772

ホームページ　http://www.cf.city.hiroshima.jp/kyodo/

開館時間／９：００～１７：００（入館は１６：３０まで）　休館日／毎週月曜日
〒734-0015　広島市南区宇品御幸二丁目6-20　TEL（082）253-6771　FAX（082）253-6772

ホームページ　http://www.cf.city.hiroshima.jp/kyodo/

●会　　期／～１１月２７日（日）　　●主　　催／第六管区海上保安本部海洋情報部・広島市郷土資料館
同時開催 パネル展「広島の海～海図に見る広島の海～」広島湾を中心に、新旧の海図を紹介します。同時開催 パネル展「広島の海～海図に見る広島の海～」広島湾を中心に、新旧の海図を紹介します。

『ごんぎつね』と囲炉裏

広 島 城

秋季企画秋季企画

「広島の貨物鉄道
　　　　　セノハチをゆく」
「広島の貨物鉄道
　　　　　セノハチをゆく」

提供：JR貨物
●会　　期／～１２月４日（日） ●場　　所／２階特別展示室ほか
●開館時間／9：00～17：00（入場は16：30まで） ●休 館 日／毎週月曜日、１１/４（金）、２４（木）

【展示予定】
　・ＥＦ６７（今年引退した機関車）に関連した資料
　・後押機関車全盛期のセノハチの写真や映像
　・部品や模型など、貨物鉄道にまつわる様々な資料

【展示予定】
　・ＥＦ６７（今年引退した機関車）に関連した資料
　・後押機関車全盛期のセノハチの写真や映像
　・部品や模型など、貨物鉄道にまつわる様々な資料

　セノハチとは、山陽本線の瀬野－八本松間のことで、全国屈指の
急勾配地点として知られています。そのため、後押機関車が使用さ
れ、とりわけ貨物鉄道にとっては難所でした。今回の展示では、貨
物鉄道を中心にセノハチを紹介するとともに、近年環境に優しい輸
送方法として再評価されている貨物鉄道の現在を紹介する、鉄道
１５０周年に合わせた企画です。
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